
集落営農法人を中心とした地域ブランド米の取組
活動期間：平成23～24年度

○ ＪＡ長門大津管内では、米生産を安定的に行うため、集落営農法人によ
る生産体制づくりの推進とＪＧＡＰ等による安心・安全の取組が重要とＪＡ

山口県

る生産体制づくりの推進とＪＧＡＰ等による安心・安全の取組が重要とＪＡ
等と共通認識

○ 米穀店等からの米商品化の要望を受け、ＪＡ長門大津と連携して集落営
農法人へ提案し、新たな地域ブランド米の商品化（ＪＧＡＰ認証米、特別栽
培米）について、取り組んでいくことになった

○ 平成23年に２つの地域ブランド米が商品化され 平成24年は取り扱い量○ 平成23年に２つの地域ブランド米が商品化され、平成24年は取り扱い量
が増加し、今後も生産拡大が期待される

具体的な成果

１ 地域ブランド米の商品化（２アイテム）

普及指導員の活動

平成21年～22年
津 連携 啓■ＪＡ長門大津と連携してＪＧＡＰ認証の啓

発活動を実施

平成23年

■米穀店等からの米商品化の要望を受け、
と連携 集落営農法人 提案 商

地域ブランド米の生産量

ＪＡと連携して集落営農法人へ提案し商
品化への取組に合意。

■特別栽培米の栽培技術を組み立て
（鶏糞を活用した栽培の実証）

■２法人がＪＧＡＰ認証（うち主穀１）

２ ＪＧＡＰ認証法人数の増加

平成24年
■地域ブランド米の取組の拡大を推進

■ブランド米の産地交流会及び販促活動を
支援

■２法人がＪＧＡＰ認証（うち主穀２）

ＪＧＡＰ認証法人数（主穀）

３ 地域資源である鶏糞の活用増加

普及指導員だからできたこと

・行政やＪＡ、集落営農法人等との仲介を
支援

３ 地域資源である鶏糞の活用増加

■地域資源の循環に寄与するため、特別栽
培米の栽培体系に鶏糞の活用を推進

・特別栽培米における栽培技術を組み立て

・ＪＧＡＰの手法導入を支援
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１．取組の背景 

ＪＡ長門大津は山口県の北西部に位置し、市内のほとんどが中山間地からな

る水田農業地帯である。 

米については、年々産地間競争が厳しくなる中、山口県では、米卸等の実需

とＪＡ等が契約等によって結びつき確実に売れる米を「結びつき米」として推

進しているが、ＪＡ長門大津の結びつき米の出荷割合は平成 22 年産米で 22％

と低いため、この拡大が重要な課題であった。 

こうした中、今後の水田農業の担い手の主力となる集落営農法人を中心とし

た米産地の体制強化を図るとともに、ＪＧＡＰを活用した消費者に選ばれる米

産地作りを目指すことをＪＡ等との共通認識のもと、山口県流通企画室や地元

スーパー等の実需者を交えた関係機関で長門大津地域の米の生産と販売対策に

ついて協議を行った結果、新たな地域ブランド米の育成について、協力して取

り組んでいくことになった。 

 

２．活動内容（詳細） 

［平成２１～２２年］ 

○ＪＧＡＰについては、平成２１年か

ら外部講師による研修会や視察研修

により啓発を行ってきた。そうした

中、(農)二条窪がＪＧＡＰによる安心

・安全な米作りをしたいと具体的なＪ

ＧＡＰの認証に向けた活動を開始し

た。農業部ではＪＡと協力して模擬審

査や現地確認を繰り返し行った。 

［平成２３年］ 

○米穀店等からの米商品化の要望を受け、ＪＡ長門大津と連携して、集落営農

法人へ提案し、新たな地域ブランド米の商品化（ＪＧＡＰ認証米、特別栽培米）

について、取り組んでいくことになった。 

○特別栽培米については、地域に豊富にある鶏糞を活用した栽培体系を提案す

るとともに、効果確認のため実証ほを設置した。その調査結果をもとに栽培期

間中は、稲作情報を発行し栽培指導に活用した。 

○ＪＧＡＰ認証については、引き続き啓発を行うことにより新たに２法人から

ＪＧＡＰ認証に取り組む合意を得た。 

 

図 ＪＧＡＰ研修会 
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［平成２４年］ 

○地域ブランド米については、需要先から供

給量の拡大要望があることから、法人の実

態を踏まえつつ作付の推進を行った。 

○県流通企画室等との連携のもと需要先のス

ーパー等との産地交流会の開催を支援し

た。また、新米の売り出しにあたりＪＡ等

と販売促進活動の支援を行った。 

 

３．具体的な成果（詳細） 

（１）地域ブランド米の商品化 

実需者を含めた関係機関との連携活動の結果、「米づくり農家の自信作」

と「長門こだま米」の２つの地域ブランド米が開発され、生産量も平成 23

年は 70ｔ程度であったが、平成 24 年には約 150ｔの契約量となり、平成 25

年度には 200～300t の出荷を見込んでいる。 

表 結びつき米の生産実績 

商品名 H23 H24（計画） 

米づくり農家の自信作 63ｔ 124t 

長門こだま米 7t 27t 

 

（２）ＪＧＡＰ認証法人の増加 

平成２２年以降、ＪＡ長門大津との連携により管内での認証を実現すべく、

普及指導員自らＪＧＡＰ研修に参加してＧＡＰに対する知識レベルを向上

し、先進地視察や講習会によってＪＡ管内の長門法人協議会の参加組織に働

きかけるなど安心・安全な農作物生産に向けた普及活動を強化した結果、平

成２３年に(農)二条窪が県内初のＪＧＡＰ認証を受けることができた。また、

その取り組みは周辺の法人にも波及し、(農)ファーム上ゲと(農)三ヶ村が、平

成２４年にＪＧＡＰの認証農場となった。 

  表ＪＧＡＰ認証（主穀）法人数（累計） 

 H23 H24 

法人数 1 法人 3 法人 

 

 ウ 鶏糞の活用による地域循環型システムの普及 

ＪＡ管内は県内でも有数の畜産地帯であり、特に養鶏については専門

図 スーパーとの産地交流 
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出穂期 成熟期 穂数 1穂 ㎡当 登熟 千粒重 収量
試験区 籾数 籾数 歩合

（月.日） （月.日） （本/㎡） （×100） （％） （ｇ） （kg/10a）

「自信作」 8.5 9.14 398 82.8 330 76.2 24.1 641

慣行 8.4 9.12 338 75.4 265 92.6 24.6 532

の養鶏農協も存在し、鶏糞の地域内外への流通の拡大は重要な地域課題

の一つである。そこで、新たな結びつき米の育成に当たっては、生産資

材に鶏糞を必須資材として取り入れ、養鶏と米との結びつけで長門地域

をアピールするとともに、地域内の循環型農業の推進に寄与することと

した。 

また、実証ほを設置し慣行栽培と同等の収量を確保できることを確認

し、次年度以降の栽培に活用した。 

 

表 収量調査結果 

 

 

 

 

 

 

４．農家等からの評価・コメント（長門市（農）Ｎ 理事Ｔ氏） 

今後は農作物の安心・安全の取り組みは重要と感じていたのでＪＧＡＰ認

証に取り組みたいと考えていた。農林事務所やＪＡの支援によりＪＧＡＰ認

証を得ることができた。 

また、特別栽培米の生産は、収量の安定が難しいが、農林事務所と一緒に

栽培管理の改善を進めたい。 

 

５．普及指導員のコメント（山口県長門農林事務所・主査・高津修治） 

この２つのブランド米は、ＪＡや集落営農法人及び関係機関の連携のもと

成果をあげることができた。 

また、ＪＧＡＰの認証については、いかに現場の実態に応じた内容とする

かが重要と感じた。 

 

６．現状・今後の展開等 

２つのブランド米については、需要側から好評を得ており、引き続き需要

に対応できる取り組みを支援したい。 

また、特別栽培米については、有機質資材の特徴により収量が不安定とな

りやすいので、各法人の実態に基づく生産指導を行う必要がある。 


